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pKa = pH + log---------------------- 
イオン型(A-) 
非イオン型(A-H) 
酸 性 尿：A-H増加→再吸収増加→排泄減少 



























実験台 実験台 実験台 










アスピリン  ＋NaHCO3 （6g）   ＋NH4Cl （2g） 
        
















































トリンダー試薬       濃度：0.2mg/ml 
①アスピリン ②サリチル酸 ③サリチル尿酸 ④ゲンチジン酸 



















尿 1ml + 6M HCl + CCl4 9ml 
1分間激しく振盪後、上澄の水層の吸引排棄 





濃度 Ｘ 尿量＝サリチル酸排泄量 
薄層クロマトグラフィ 
















尿pH vs. [サリチル酸] (mg/ml尿) 
+NH4Cl群 
pH: 5.71±0.06*,a;  
0.020± 0.003mg/ml**,a 
*: P<.05,  **: P<.01vs. Aspirin群; a: P<.001vs. +NaHCO3群(n=26) 











pH: 7.40±0.07**;  
0.276±0.031mg/ml** 
尿pH 


















Aspirin群 pH: 5.97±0.08;  
 8.6±1.3 mg 
pH: 7.40±0.07**;  
 45.0±4.2mg** 
pH: 5.71±0.06*,a;  
  3.6± 0.4mg**,a 
*: P<.05,  **: P<.01vs. Aspirin群; a: P<.001vs. +NaHCO3群 (n=26) 














































４）とすれば、 Fe3+はどうなったか？ Fe3+はどうなりやすいか？ 
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9. 午前中の実験は遇常 11時位までに終了、 12日苦から午後の昔日開始
9. 尿サンプルの！＆い方（鴻紙はゴミ箱、余った尿サンプルはトイレに治てる等〕を教える
10. pHメータのセットアップ、測定、使用法を学生に教える



























＝ー lo口［H＇］ー log－ー一一 = pH-log 
[HA] [HA] 
[H'][A-] 
pKa = -looK旨＝ー loo [HA] 従って
[H'][A-] 
柏崎瑠定叡）＝一一一[HA] 




' pH= -log[H'l ; 
九
負白常用対数

















-. [A・] [HA] = 1’100 
人［A] [HAI = 10,000: 1 
[A-] log 
[HA] 










































































































































































































3. アスピリン 221 
きで点滴を続ける．このあと維持輸液として5
%プドウ糖11につき炭酸水素ナトリウム 20












































































































I. パノレピツー ル酸 215 
表 1 各種パ）~ピツー）~酸























































脂溶性 蛋白結合度 半減期 pK 解離度出 分布容量
,, ）レピター Jレ 1 5% 7.74 65% 
フェノパノレピター ノレ 3 20 24～140時間 7.24 85 0.7 I/kg 
アモバルピタール 8～42 7.75 64 1.05 
rくン卜／〈ノレピター ／レ 39 35 15～48 7.96 52 1.0 


































































































｜ 尿へのHco；排池増加 I 

















































?。????? →? ??? ??????????????
力ルパモイルリン酸シンテヲー ぜl ミトコンドリ？





























の側底膜lこは Na'IK'ATPase (sodium pump) （⑤）が容
在し、細胞内外のイ才ン勾配を保っている。
結局、 HC03再吸収（C02としての砿散再吸収）（①）と尿
中への何分泌（②）は共役レている．
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